
画像AIと自動化技術で省力選果を実現！
人手不足時代の産地戦略

【ふらの管内における“玉ねぎ”の重要性】
★管内農地面積の約10％を占める（約2,200ha）
★JA販売取扱高の約30％を占める

（R7実績：105億円）

【 “玉ねぎ”産地であるが故の課題】
★《川上》栽培コストが高い（肥料・農薬）
★《川下》通年販売品目故に選果コストが高い

高付加価値ではあるが、高収益になるかはコスト次第

『玉ねぎ産地 ふらの』
の確立に向け

【農業者段階】
先進的なスマ農機器を整備

【JA段階】
先進的な選果施設を整備



JAふらの 玉ねぎ選果施設の概要
【川上から川下までの流れ】

管内4選果場のうち、老朽化が著しく、稼働のための人員要求が高い
3選果場を1か所に集約してコストダウンを図る



JAふらの 玉ねぎ選果場の先進設備

【同施設パンフより抜粋】
★予備選別部分は、今まで人力
で対応していた
★選果・計量・箱詰め・蔵出し
までを自動化し、最少の人員体
制で運用できる体制に

【古い選別体制】



玉ねぎ選果施設の数的背景と狙い

うち補助金：27億円

事業目標は下記の2つ

【産地の体質強化に向けた方策】
○自動操舵システム導入により畑作物および野菜の耕起・播種作業の
自動化を図り、管理作業の大幅な省力化、作業の精密化そして安全性
を確保し、安定的な生産体系の構築を図る。
○ふらの地域の玉ねぎ施設を再編整備し、高性能設備による作業効率
の向上、施設作業員の削減を図り、施設運営経費の削減を目指す。

○整備事業
【事業実施による直接効果】
①施設の再編により管理運営コストが削減

○生産支援事業
【事業実施による直接効果】
①リース支援による初期投資の節減効果
②自動操舵システム導入で労働負担軽減
③新たな技術体系を確立し、労働時間削減



農村部ほど不利な人材獲得競争に対抗して

Z世代も海外人材も田舎には来ない
経済性・利便性の点で田舎での人材獲得は圧倒的不利

⇒獲得しても人材の流動性が高く、都会に流れがち

無いものねだりをしても仕方ない

“イノベーションによる生産性向上”以外に道は無し

生産性向上への原点回帰

【農業者レベル】

★自動操舵システム

★自動潅水・自動換気システム

★田の水管理システム

★ドローン作業

【産地レベル】

★基盤整備推進（大区画化）

★集選果・物流体制の強化

★RTK・通信網サービス

★スポット労働力の提供

★後継人材確保・育成

川上から川下まで、一貫した
産地システムの構築が必要

勝ち筋の見えない都会との人材獲得競争にコスト
を費やすよりも、経済的負担は小さくはないが、確
りとした産地体制を構築することが食料の安定供給
に繋がる。
それこそが消費者に対する誠意であり、その責務

を果たすのは生産者側の『覚悟』に他ならないと考
えます。
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